
日
本
国
際
政
治
学
会
『
国
際
政
治
』
編
集
要
領 

  

一 
 

『
国
際
政
治
』
の
刊
行
時
期
と
掲
載
原
稿 

 

⑴ 

『
国
際
政
治
』
は
毎
年
度
三
号
が
刊
行
さ
れ
る
。
刊
行
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
八
月
、
一
一
月
、

二
月
と
す
る
。 

 

⑵ 

『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
原
稿
は
、
特
集
論
文
、
独
立
論
文
、
書
評
論
文
、
書
評
の
四
種
類
と

す
る
。 

 

⑶ 

毎
年
度
刊
行
さ
れ
る
三
号
は
特
集
テ
ー
マ
に
よ
る
特
集
号
と
す
る
。 

 

⑷ 

『
国
際
政
治
』
各
号
の
分
量
は
全
体
で
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
を
目
安
と
し
、
ど
の
種
類
の
原
稿
を
ど
れ
だ

け
掲
載
す
る
か
は
編
集
委
員
会
が
決
め
る
。 

 

⑸ 

『
国
際
政
治
』
に
掲
載
し
た
論
文
は
、
執
筆
者
か
ら
事
前
に
文
書
で
編
集
委
員
会
主
任
に
申
し

出
が
な
い
限
り
、
刊
行
さ
れ
て
か
ら
２
年
を
経
過
し
た
適
切
な
時
期
に
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
化
さ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
掲
載
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
編
集
委
員
会
は
、
印
刷
業
者
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
管
理
者
と
の
間
で
必
要
な
手
続
き
を
実
施
す
る
。 

  

二 
 

原
稿
の
種
類
と
取
扱
い
責
任
者 

 

⑴ 

『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
原
稿
は
、
そ
の
種
類
に
よ
り
、
取
扱
い
責
任
者
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑵ 

特
集
論
文
の
取
扱
い
責
任
者
は
当
該
特
集
テ
ー
マ
の
責
任
者
（
兼
編
集
委
員
会
委
員
）
で
あ
る
。
特

集
テ
ー
マ
と
責
任
者
は
、
編
集
委
員
会
の
原
案
に
基
づ
き
、
刊
行
予
定
時
期
の
お
よ
そ
一
年
前
ま
で
に
理

事
会
が
決
定
す
る
。
責
任
者
は
、
特
集
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
八
か
ら
一
〇
本
の
論
文
（
序
章
を
含
む
）
が

特
集
号
に
掲
載
で
き
る
よ
う
に
、
論
文
執
筆
希
望
者
を
公
募
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
に
執

筆
依
頼
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
公
募
は
、
責
任
者
が
編
集
委
員
会
主
任
と
協
議
し
つ
つ
、
募
集
記
事
を

執
筆
し
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
を
通
じ
て
行
う
。 

 

⑶ 

独
立
論
文
の
取
扱
い
責
任
者
は
編
集
委
員
会
の
独
立
論
文
担
当
副
主
任
で
あ
る
。
独
立
論
文
担
当
副

主
任
は
、
投
稿
さ
れ
た
論
文
原
稿
の
審
査
、
編
集
に
責
任
を
持
つ
。
投
稿
原
稿
の
審
査
規
定
は
別
に
定
め

る
。
必
要
に
応
じ
て
、
独
立
論
文
担
当
副
主
任
は
、
独
立
論
文
小
委
員
会
の
議
を
経
て
、
編
集
委
員
会
と

し
て
個
別
に
独
立
論
文
の
執
筆
依
頼
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

⑷ 

書
評
論
文
と
書
評
の
取
扱
い
責
任
者
は
編
集
委
員
会
の
書
評
担
当
副
主
任
（
兼
書
評
小
委
員
会
委
員



長
）
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
文
献
と
執
筆
者
は
書
評
小
委
員
会
が
決
め
る
。 

 

⑸ 

原
稿
の
取
扱
い
責
任
者
は
、
原
稿
の
執
筆
者
に
対
し
て
別
に
定
め
る
執
筆
要
領
に
従
っ
て
原
稿
を
執

筆
す
る
よ
う
に
念
を
押
し
て
、
原
稿
の
体
裁
が
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、
編
集
上
の
理
由

か
ら
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
の
修
正
や
題
目
の
変
更
な
ど
原
稿
の
内
容
に
わ
た
る
改
訂
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

  

三 
 

編
集
作
業
と
編
集
責
任
者 

 

⑴ 

『
国
際
政
治
』
各
号
の
編
集
責
任
者
は
、
特
集
号
に
関
し
て
は
当
該
特
集
テ
ー
マ
の
取
扱
い
責
任
者

が
務
め
る
。
編
集
責
任
者
は
当
該
号
の
企
画
構
成
か
ら
掲
載
原
稿
の
決
定
、
入
稿
、
校
了
ま
で
の
す
べ
て

の
過
程
に
関
与
し
、
当
該
号
を
適
切
な
ペ
ー
ジ
数
で
遅
滞
な
く
刊
行
す
る
責
任
を
持
つ
。
ま
た
、
特
集
号

の
編
集
責
任
者
は
特
集
テ
ー
マ
の
趣
旨
や
編
集
結
果
を
踏
ま
え
た
序
章
を
執
筆
す
る
。
序
章
も
特
集
論
文

に
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
る
独
立
論
文
に
つ
い
て
は
独
立
論
文
担
当
副
主
任
が
編
集

責
任
を
持
ち
、
す
べ
て
の
書
評
・
書
評
論
文
に
つ
い
て
は
書
評
担
当
副
主
任
が
編
集
責
任
を
持
つ
。 

 

⑵ 

編
集
責
任
者
は
、
当
該
号
に
掲
載
予
定
の
原
稿
執
筆
者
お
よ
び
印
刷
会
社
の
担
当
者
と
緊
密
に
連
絡

を
取
り
、
完
成
原
稿
の
印
刷
会
社
へ
の
入
稿
、
著
者
校
正
な
ど
を
円
滑
に
進
行
さ
せ
る
。
原
稿
の
印
刷
会

社
へ
の
入
稿
は
、
執
筆
者
で
は
な
く
、
編
集
責
任
者
が
完
成
原
稿
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
行
う
。

掲
載
が
決
ま
っ
た
完
成
原
稿
に
つ
い
て
は
順
次
入
稿
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
原
稿
が
刊
行
予
定
月
の

二
ヶ
月
前
ま
で
に
入
稿
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
書
評
論
文
と
書
評
の
原
稿
に
関
し
て
は
、
書
評
担

当
副
主
任
が
、
編
集
責
任
者
と
協
議
し
つ
つ
、
完
成
原
稿
を
入
稿
す
る
。
ま
た
、
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
る

独
立
論
文
に
関
し
て
は
、
独
立
論
文
担
当
副
主
任
が
、
編
集
責
任
者
と
協
議
し
つ
つ
、
完
成
原
稿
を
入
稿

す
る
。 

 

⑶ 

編
集
責
任
者
は
、
掲
載
予
定
原
稿
が
す
べ
て
入
稿
さ
れ
た
段
階
で
、
当
該
号
の
目
次
、
英
文
目
次
、

英
文
執
筆
者
紹
介
、
編
集
後
記
を
作
成
し
、
印
刷
会
社
に
入
稿
す
る
。 

 

⑷ 

編
集
責
任
者
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
題
目
や
用
語
な
ど
の
形
式
的
統
一
の
た
め
に
、
完
成
原
稿
が
提

出
さ
れ
た
場
合
で
も
、
原
稿
執
筆
者
に
さ
ら
に
文
言
の
修
正
を
求
め
た
り
、
編
集
責
任
者
と
し
て
独
自
に

校
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

⑸ 

編
集
責
任
者
は
、
編
集
責
任
者
自
身
や
当
該
号
の
原
稿
執
筆
者
が
原
稿
入
稿
か
ら
校
了
の
間
に
外
国

出
張
す
る
場
合
に
は
、
印
刷
会
社
と
の
連
絡
に
遅
延
や
障
碍
が
生
じ
な
い
よ
う
に
印
刷
会
社
と
の
間
の
連

絡
方
法
を
必
ず
確
保
す
る
。 

 

⑹ 

編
集
委
員
会
主
任
、
副
主
任
お
よ
び
編
集
責
任
者
は
原
稿
以
外
（
表
紙
、
目
次
、
編
集
後
記
、
奥
付
、

英
文
目
次
、
英
文
執
筆
者
紹
介
な
ど
）
の
校
正
に
責
任
を
持
つ
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
校
正
が
再
校
で
校

了
に
な
る
よ
う
に
努
め
る
。
な
お
、
原
稿
の
校
正
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
が
責
任
を
持
つ
。 



  

四 
 

そ
の
他 

 

⑴ 
 

な
る
べ
く
多
く
の
会
員
に
執
筆
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
特
集
論
文
か
独
立
論
文
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
同
一
執
筆
者
の
原
稿
が
『
国
際
政
治
』
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
二
年
間
に
一
回
限
り
（
学
生
会

員
の
み
一
年
間
に
一
回
限
り
）
と
す
る
。
編
集
主
任
は
、
原
稿
取
扱
い
責
任
者
と
緊
密
に
連
絡
を
取

り
、
こ
の
制
限
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。
な
お
、
書
評
論
文
は
、
こ
の
制
限
に
含
ま
れ
な
い
。 

 

⑵ 

独
立
論
文
は
、
原
則
と
し
て
、
採
択
さ
れ
た
原
稿
を
受
理
し
た
日
付
順
に
掲
載
す
る
。
再
投
稿
さ
れ

た
原
稿
が
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
再
投
稿
原
稿
を
受
理
し
た
日
付
に
よ
る
。
掲
載
す
る
号
は
、
編
集
委
員

会
が
決
め
る
。 

 

以
上  

（
二
〇
〇
九
年
六
月
二
〇
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
一
七
年
九
月
一
七
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
二
一
年
三
月
七
日
理
事
会
改
定
） 

（
二
〇
二
五
年
六
月
七
日
理
事
会
改
定
） 

 
 

 


